教会での出来事・出会い

ぼくは、最初どうして教会に行かないと

いけないんだろう。めんどうくさいなと

思っていました。そう思っていながらも、

「教会に行くで。」

と言われたときには行きました。

どうせ行っても、ご供養は長いし、つまらないし、

何を言っているのかまったく分からなかったから

（意味がない。）と思っていました。

ところが、ある日、お母さんに

「朝、早いけど、『寒修行』に行かへん？」

とさそわれました。ぼくは、朝、一回でも

行ってみようと思い、行きました。

すると、『寒修行』が終わったときには、

なぜか分からないけど、気持ちが

すっきりしました。

それで、ぼくは、毎日、『寒修行』に

行くと決めました。

それから、ある日、ぼくはいつものように

『寒修行』に行きました。そのときに、ぼくは

学林生のMさんに出会いました。

最初はだれだろうと思いながらも、『寒修行』が

終わりました。

何日かたったある日、夜にインターホンがなって

誰だろうと思って、げんかんに行くと

Mさんで、（寒修行のときに、前にいた人や。）と

思いつつ、質問などをしあい、友達になりました。

そろそろ帰ろうとしたときMさんが、

「悩み事あんねんやったら、何でも相談しいや。」

と、言ってくれました。僕はそのとき、

（一つだけ悩み事があるから、相談にのってもらおう。）

と思って、相談しに行きました。

ぼくのなやみごとは、友達関係で、

ぼくの仲の良い友達がきらいといっていた友達と

仲良くなってぼく達は腹が立っている。

そのようなことでした。すると、Mさんは、

「まずは、自分からその友達に声をかけてみようか。」

と、言われました。

でも仲の良い友達だから、なかなか言えませんでした。

ですが、勇気をもって、さりげなく

「あの友達きらいって言ってたけど、もう大丈夫なん？」

と、聞けることができ、解決することができました。

そのことを報告すると、Mさんは、ぼくのことなのに、

とてもほめてくれました。

そのとき、とてもうれしかったです。

相談したとき、

「人を喜ばせたいんやろ。」と聞かれました。

ぼくはもちろん人を喜ばせたいと思いました。

「喜ばせたいです。」

と、言い返すと、

「教会にくると、おじいちゃんやおばあちゃんが

みんな喜んでくれるで。」

と、言われたことによって、

教会に行っても意味がないという気持ちが、

大きく変わりました。

気持ちが大きく変わったが、Mさんのおかげです。

ぼくは気づきました。教会に行くことによって

いろんな人が喜んでくれる、

色んなつながりが増える、そう思いました。

Mさんはみんなから話しかけられ、やさしくて、

ぼくもそういう人になりたいと思いました。

この出会いは一生、忘れません。
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